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2清水町議会だより　2022 年 10 月30日

　令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
１
日
か
ら
22

日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
や
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
回
）
な
ど
の
17
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま

し
た
。

 121 億 1899万円 112 億 3542万円 賛成 11人反対２人
 272 万円 272 万円 全員賛成
 29 億 4685万円 28 億 9803万円 賛成 11人反対 2人
 25 億 2283万円 23 億 9106万円 賛成 11人反対 2人
 4 億 2720 万円 4 億 1183万円 賛成 11人反対 2人
 58 億 9960万円 57 億 364万円 

土 地 取 得
国民健康保険事業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

計

一 般 会 計
会 計 名

一般会計・特別会計の決算の状況
歳　 入 歳  出 採決の結果

特
別
会
計

ＧＩＧＡスクール事業 新成人生活応援支援事業（繰越事業）

　ＧＩＧＡスクールサポーターを配置し、授
業でタブレット端末を積極的に活用した。

　成人式（令和3年1月）が中止となった新
成人に、コロナ禍における収入減に対する
生活支援や友人たちとの思い出作りのため
の支援金を支給した。

７億４４９０万円の黒字

歳出
112億3542万円

その他
　 商工費 1 億 1796 万円 1.1％
　 議会費 1 億  547 万円 0.9％
　 農林水産業費  3705 万円 0.3％
　 労働費 1334 万円 0.1％
　 災害復旧費 77 万円 0.0％
　 

その他
　 商工費 1 億 1796 万円 1.1％
　 議会費 1 億  547 万円 0.9％
　 農林水産業費  3705 万円 0.3％
　 労働費 1334 万円 0.1％
　 災害復旧費 77 万円 0.0％
　 

　　　民生費
　42 億 829 万円
　　　　（37.5％）

　　　民生費
　42億 829 万円
　　　　（37.5％）

　　　民生費
　42億 829 万円
　　　　（37.5％）

土木費
12 億 392 万円
（10.7％）

土木費
12 億 392 万円
（10.7％）

土木費
12 億 392 万円
（10.7％）     教育費

13 億 5517 万円
　（12.1％）

    教育費
13 億 5517 万円
　（12.1％）

    教育費
13 億 5517 万円
　（12.1％）

 公債費
9億 4349 万円
（8.4％）

 公債費
9億 4349 万円
（8.4％）

 公債費
9億 4349 万円
（8.4％）

　　消防費
5億 7512 万円
    （5.1％）

　　消防費
5億 7512 万円
    （5.1％）

　　消防費
5億 7512 万円
    （5.1％）

　　衛生費
11 億 8330 万円
           （10.5％）

　　衛生費
11 億 8330 万円
           （10.5％）

　　衛生費
11 億 8330 万円
           （10.5％）

　　　 総務費
　　　 14 億 9154 万円
　　　　　（13.3％）

　　　 総務費
　　　 14 億 9154 万円
　　　　　（13.3％）

　　　 総務費
　　　 14 億 9154 万円
　　　　　（13.3％）

1340 万円 1740万円

主 な 事 業
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3 清水町議会だより　2022 年 10 月30日

令和３年度 決算を認定

　令
和
３
年
度
は
前
年
度
と
比
較
し
て
一
般
会
計
の
実

質
単
年
度
収
支
額
が
大
幅
に
増
と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
要
因
と
し
て
、
歳
入
に
お
い
て
町
税
や
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
が
予
算
に
比
べ
て
増
額
と
な
っ
た
た

め
で
す
。

 収益的収入・支出 9 億 6875万円 9 億 837万円
 資本的収入・支出 10 億 5179万円 11 億 7682万円下 水 道 事 業 全 員 賛 成

会 計 名
公営企業会計の決算の状況

科 目 名 収入決算額 支出決算額 採決の結果

高齢者運転免許証返納支援事業 大学等新幹線通学支援事業

　運転経歴証明書の交付手数料の補助とバ
ス、タクシーの利用券４０００円分を給付した。

実質単年度収支とは：歳入から歳出を差し引き、さらに次年度繰越額と前年度実質収支額を差し引いた額（単年度収　　
　　　　　　　　    支額）に実質的な黒字要素や赤字要素を控除したものです。

　新幹線を利用し大学等に通学する学生に
新幹線通学定期券購入費の一部を貸与した。

一般会計実質単年度収支

歳入
121億1899万円

地方交付税
 5 億 2421 万円（4.3％）
地方交付税
 5 億 2421 万円（4.3％）

繰入金
4470 万円（0.4％）
繰入金
4470 万円（0.4％）
繰入金
4470 万円（0.4％）

繰越金
3億 5802 万円 （2.9％）
繰越金
3億 5802 万円 （2.9％）
繰越金
3億 5802 万円 （2.9％）

使用料・手数料など
4億 3752 万円 （3.7％）
使用料・手数料など
4億 3752 万円 （3.7％）
使用料・手数料など
4億 3752 万円 （3.7％）

町税
56 億 6444 万円
（46.7％）

町税
56 億 6444 万円
（46.7％）

町税
56 億 6444 万円
（46.7％）

その他の依存財源
   11 億 4338 万円
　　    （9.4％）

その他の依存財源
   11 億 4338 万円
　　    （9.4％）

その他の依存財源
   11 億 4338 万円
　　    （9.4％）

町債
8億 8374 万円
        （7.3％）

町債
8億 8374 万円
        （7.3％）

町債
8億 8374 万円
        （7.3％）

 自主財源
65 億 790 万円
    （53.7％）

 自主財源
65 億 790 万円
    （53.7％）

 自主財源
65 億 790 万円
    （53.7％）

　　依存財源
56 億 1109 万円
    　（46.3％）

　　依存財源
56 億 1109 万円
    　（46.3％）

　　依存財源
56 億 1109 万円
    　（46.3％）

 国・県支出金
30 億 6298 万円
  （25.3％）

 国・県支出金
30 億 6298 万円
  （25.3％）

 国・県支出金
30 億 6298 万円
  （25.3％）

54 万円 69万円

令 和 3 年 度
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4清水町議会だより　2022 年 10 月30日

Q

Q

Q

Q Q

QQ

Q
Q

Q 　年齢別の待機児童数は。
また、保育所の定員どおり
児童を受け入れるには、何
人の保育士が必要か。

　成人式が中止となった新
成人 348人に１人５万円、
総額 1740 万円を給付し
たがその使い道と効果の検
証は。

　高齢者の運転免許証返納
支援事業の見直しは。

　見えてきた課題とそれに
対する取組は。

　タブレット端末導入後
1年が経過したが、どの
ように評価しているのか。

　カードの安全性は。　カードの普及率は。

　カードの普及計画は。
　カードの普及促進を図る
必要があるが、町の考えは。

　待機児童解消に向けた取
組は。

保育所待機児童運転免許証返納

新成人生活応援支援金
ＧＩＧＡスクール

マイナンバーカード

一般会計決算

三島市、長泉町では１万
円、沼津市では 5000 円の利
用券を交付している。町で
はバス、タクシー 4000 円分
の利用券を交付しているが、
約６割の利用率であること
を踏まえ、額の妥当性につ
いて考える。

A 人材派遣の活用などによ
り保育士を確保し、待機児童
の解消に努める。

A

発達段階に応じて必要と
なる実体験の不足と視力への
影響など健康面の懸念がある。
実体験が不足しないよう状況
を見極め、端末使用時の姿勢
や注意点等のルールを定めて
運用する。
　教職員には、知識や指導力
向上のためのアプリケーション
の基本操作やオンライン授業
の手法等の研修を行っている。

A
児童生徒が学習に積極的

に取り組む姿勢が見られタブ
レット端末を活用することで、
より深い理解につながってい
る。
　また、教職員の事務の効率
化が図られている。

A

マイナンバーカードのシス
テムにはセキュリティ対策が施
されている。ＩＣチップにはプ
ライバシー性の高い個人情報
は記録されていないため、重
要な個人情報の流出は、原則
ないものと考えられる。

A昨年度末で41％である。A

計画では今年度末までに、
９割交付を目指すとしている。
A積極的に広報等を活用し、

交付率を上げていきたい。
A

待機児童は０歳児 59人、
１歳児 29人、２歳児 21人、
３歳児４人、４歳児２人である。
清水保育所には４人、南保育
所には 10人の保育士の補充
が必要である。

A

アンケートの結果、使途
は生活費や家賃 32.0％、貯蓄
が 22.9％、趣味が 12.3％、学
費が 11.9％、旅行や外食が
6.7％であった。
　収入減に対する生活費や成
人式に代わる家族や友人との
思い出作り等に充てられ、必
要な支援に結びつくもので
あった。

A
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5 清水町議会だより　2022 年 10 月30日

私たちの納めた税金が私たちの納めた税金が
本会議と委員会で

ふるさと納税は、掲載サイ
トの増加、返礼品の充実、体
験型ふるさと納税の充実をし
ていきたい。
　企業版ふるさと納税は、民
間のサイトを活用するなど間
口を広げるとともにシティプロ
モーション事業を充実させた
い。

Q

Q

QQ　農業振興についての考え
は。

　新事業チャレンジ応援事
業で創業した事業者数と事
業内容は。

　ふるさと納税の今後の見
込みは。

　ふるさと納税と企業版ふ
るさと納税の今後の取組は。

ふるさと納税農業振興

新事業チャレンジ応援事業

反対
です

賛成
です

討論

　新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、多くの事業を縮小・延期した中で、
児童生徒の特性に応じた教育支援体制を

　予算で各種団体への補助金を減らし
ながら、結果として７億円もの黒字を
出している。町立保育所は足りない保

進めるための適応指導教室や通級指導教室が開設
されたことは評価する。今後は町民が今困ってい
るところに投資し、かつ、計画的な事業展開に努
めていただくことに期待する。　

（松下 尚美 議員）

育士を確保できていれば、待機児童数を減少させ
ることができたはずである。また、マイナンバー
カードは安全性に疑問があり、町民に不利益をも
たらす危険性も否定できない。

（吉川 清里 議員）

賛成 11人　反対２人

教育支援体制の強化は評価できる 保育士確保で待機児童は減らせたはず

新規就農者の募集や育成
のための農家者による指導や
週末農業の促進を考えており、
農地の荒廃や転用を防ぎたい
と考えている。

A

創業した件数は８件で、
事業内容は主に接骨院やエス
テ業などのサービス業である。

A

町外へ寄附されるふるさ
と納税は、今後もこれまで同
様に増えていく予測であるが、
町へのふるさと納税増収の努
力をしていく。

AA

町民が町外に寄附した
ふるさと納税の額

町に寄附された
ふるさと納税の額

町外へ流出した
町民税の額（控除額）

約 5700 万円
約 8000 万円
約 8700 万円

約 1億 400 万円
約 1億 4300 万円

平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和 2年度
令和 3年度

年　度

ふるさと納税寄附額

約 240万円
約 250万円
約 280万円
約 470万円
約 1860 万円

約 1400 万円
約 2400 万円
約 3400 万円
約 3800 万円
約 4700 万円
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6清水町議会だより　2022 年 10 月30日

特別会計決算特別会計決算

国民健康保険事業特別会計
QQ Q 　コロナにより受診を控え
たり、治療が後回しになり、
あるいは手後れになりかね
ないような状況もあったの
ではないかと思うが、実態
を把握しているのか。

　被保険者が減少している
理由は。また、県全体の傾
向は。

　令和３年度は入院の件数、
費用額が減っているが、そ
の理由は。

被保険者数は人口の減
少や高齢化率の上昇のほか、
平成 28 年度から施行された
被用者保険の適用拡大など
により減少しており、県全
体でも減少している。

A 被保険者の減少が影響し
ていると考えられる。その
ため入院の件数が減り、結
果として費用額の減少につ
ながっている。

A

入院における費用額１
件当たりの 10 万点を超え
る（100万円を超える）高額
なレセプトの件数を見ると、
令和元年度は 246 件、令和
２年度は 263 件、令和３年
度は 238 件と横ばいに推移
しており、入院手術等は必
要に応じて適正に行われて
いると考えている。

A

反対
です

賛成
です

討論

　歳入においては国保税の確保に努め、
歳出においては医療給付費の増加を抑制
するため保健事業を促進し、町の健康課

　今の制度は扶養家族が増えれば国保
税が増える構造となっているが、保健
予防活動の推進で保険給付費を下げ、

題である糖尿病等の重症化予防に主眼を置いた取
組の強化を図るなど、国保財政の健全な運営に努
めたものと考える。国民健康保険事業を取り巻く
状況は依然として厳しいことが見込まれるが、さ
らなる収納率の向上を図るとともに、国保制度が
被保険者の命と健康を守る持続可能な制度であり
続けることを要望する。

（飯田 安雄 議員）

国保税を減らすことができるのではないか。法
定外の一般会計からの繰入れは、平成 19 年には
9000 万あったが、国や県の指導の中で減り、令和
３年度は 800 万円にまで減ってきている。それが
さらに国保税を押し上げる結果につながっている
ため、認定することはできない。

　　（森野 善広 議員）

賛成 11人　反対２人

命と健康を守る制度であるべき 保険給付費を下げる努力を

議会だよりNo.197.indd   6 2022/10/21   16:58



7 清水町議会だより　2022 年 10 月30日

う
伴
に
入
導
度
制
ス
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ン
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関
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れ
さ
立
設
き
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基
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す
関
に
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定
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用
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公
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に
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活
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配
の
へ
者
業
事
模
規
小
は
税
費
消
、
在
現
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以
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０
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１
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高
上
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税
課
間
年
、
て
し

。
る
た
当
に
者
業
事
人
個
の
象
対
除
免
は
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会
の

　

年
来

10

ボ
ン
イ
の
税
費
消
る
れ
さ
入
導
ら
か
月

、
め
た
い
な
き
で
行
発
を
書
求
請
格
適
、
は
員
会
の

と
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こ
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じ
生
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務
義
税
納
の
分
税
費
消
り
か
預

。
る
な

　

イ
、
み
鑑
に
と
こ
る
な
異
は
と
引
取
商
の
般
一
は

い
な
が
と
こ
る
す
少
減
に
ら
さ
が
額
り
取
手
な
額

る
す
と
外
除
用
適
の
度
制
は
金
分
配
員
会
、
う
よ

。
る
す
望
要
く
強
う
よ
る
ず
講
を
置
措
な

成
賛
員
全

）
粋
抜
（
書
見
意

介護保険事業特別会計
QQ 　高齢化社会の進展で居宅
介護サービスの限界が近づ
き施設入所に比重が置かれ
つつあると思うが、見解は。

　居宅介護サービス費が減少し、施設介護サービス費
が増加した理由は。

介護する側も高齢化して
いるため、施設介護サービ
スの需要は増えていると認
識している。

A
居宅介護サービス費である訪問看護、通所介護、通所

リハビリテーションの給付費が減少しており、これらは対
面によるサービスであることから、新型コロナウイルス感
染症の影響による利用控えがあったと考えている。
　一方、施設介護サービス費は、介護老人福祉施設サービ
ス費、介護老人保健施設サービス費が増加しており、施設
入所者の重度化が進んでいると推察される。

A

反対
です

賛成
です

討論

　第８期清水町介護保険事業計画の開始に
当たる令和３年度決算の状況をみると、保
険給付費は、前年度と比較し 301 万 7000

　平成 12 年に介護保険制度ができた
が、介護の苦労は減っていない。介護
の負担が解決されない家族がたくさん

円増の 0.1％の微増にとどまっている。要介護認定者
数はおおむね計画の範囲内で推移しており、必要な
サービスを提供しながら、適切な介護保険財政の運営
が図られた結果であると推測される。町民の誰もがよ
り長く元気に活躍できるよう、介護保険の取組を推進
し、介護保険制度が適正に維持・運営されることを切

）員議 誠 笠向（  　　　　　　　　　　　　　。るす望

いることを感じている。医療と介護は併用して利
用できず、利用料負担も大きい。要介護者を施設
に入所させている世帯からは「貯金が底をつく前
に葬式をしたい」という声も上がっている。介護
保険制度が、安心できる制度になっていないこと
が問題である。

（森野 善広 議員）

賛成 11人　反対２人

誰もが長く元気に活躍できるように 介護保険制度には問題がある

出
提
を
書
見
意
へ
国

出
提
を
書
見
意
へ
国
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　中
等
教
育
課
程
に
お
け

る
部
活
動
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

　

  

（
教
育
長
） 

部
活
動
は

「
生
徒
の
成
長
」
の
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
果
た
す

役
割
は
大
き
く
、
学
校
教
育

活
動
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　「運
動
部
活
動
・
文
化

部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
検
討
会
議
提
言
」
の
内
容

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

部
活

動
を
学
校
単
位
か
ら
地
域
単

位
の
取
組
と
し
、
休
日
の
活

動
か
ら
移
行
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
。

　令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
を
改
革
集
中
期
間

と
し
て
位
置
づ
け
、
推
進
計

画
の
策
定
や
協
議
会
の
設
置

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
術
に
親

し
む
機
会
の
確
保
、
生
徒
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
機
会

の
充
実
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、

地
域
の
団
体
等
と
学
校
と
の

連
携
、
協
働
の
推
進
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　
　中
学
校
の
部
活
動
に
関

す
る
現
状
と
課
題
は
。
ま
た
、

現
時
点
で
外
部
指
導
員
等
を

活
用
し
て
い
る
事
例
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

生
徒

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

運
営
面
で
の
厳
し
さ
が
増
し

て
い
る
。
競
技
経
験
の
な
い

教
職
員
が
指
導
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
の
ほ
か
、
休
日
も

含
め
た
指
導
や
大
会
へ
の
引

率
が
求
め
ら
れ
、
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
町
の
方
針
は

準
備
が
整
っ
た
部
活
動
か
ら
順
次
進
め
る

答
問

大濱 博史

７人が町政を問う７人が町政を問う７人が町政を問う７人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

質問者の動画
が見られます

充実した部活動のため地域の力を

　清
水
中
学
校
で
は
16
あ
る

部
活
動
の
う
ち
３
つ
の
部
が
、

南
中
学
校
は
11
あ
る
部
活
動

の
う
ち
５
つ
の
部
が
外
部
指

導
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
運

動
部
が
６
つ
、
文
化
部
が
２

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　地
域
移
行
に
向
け
た
課

題
と
今
後
の
方
針
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

生
徒

が
平
日
と
休
日
で
指
導
者
が

異
な
る
こ
と
で
不
安
や
戸
惑

い
を
抱
く
こ
と
、
受
皿
と
な

る
地
域
の
団
体
、
指
導
者
の

確
保
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

　ま
た
、
指
導
を
行
う
教
職

員
と
地
域
の
団
体
、
指
導
者

と
の
連
携
に
加
え
、
学
校
等

が
連
絡
調
整
を
行
う
場
の
整

備
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、

準
備
が
整
っ
た
部
活
動
か
ら

順
次
移
行
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　部
活
動
の
地
域
移
行
に

は
「
地
域
」
と
「
学
校
」
の

協
働
・
連
携
が
必
須
と
考
え

る
。
教
育
長
の
見
解
は
。

　

  （
教
育
長
） 

現
状
、
十
分

で
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

地
域
の
関
係
団
体
、
指
導
者
、

施
設
等
の
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
団
体
等
と

学
校
及
び
関
連
組
織
と
の
連

携
、
協
働
の
推
進
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

町
の
施
策
で
あ
る
「
協
働
・

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
や
「
笑
街
健
幸
都
市

の
創
生
」
等
に
も
関
連
す
る

と
考
え
る
。
町
長
の
見
解
は
。

　

  （
町
長
） 

地
域
の
方
々
が

部
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、

地
域
や
町
へ
の
愛
着
、
誇
り

が
高
ま
る
も
の
と
捉
え
、「
協

働
・
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
そ
の
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
子
供
た
ち
と
日
常

的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸

術
に
親
し
む
機
会
が
増
え
る

こ
と
で
、「
笑
街
健
幸
都
市

の
創
生
」
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

問問

問

問

問問

答

答

答

答

答答
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　町
長
の
１
期
４
年
の
成

果
、
実
績
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

　

  （
町
長
） 

主
な
取
組
と
し

て
図
書
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー

複
合
施
設
「
ま
ほ
ろ
ば
館
」

の
開
設
を
契
機
と
し
た
健
幸

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
育
成
や

健
幸
ス
ポ
ー
ツ
の
駅
の
設
置
、

子
供
一
人
一
人
の
特
性
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
の

た
め
の
適
応
指
導
教
室
や
通

級
指
導
教
室
を
開
設
、
定
住

促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
の
大

学
等
新
幹
線
通
学
支
援
の
実

施
や
丸
池
連
絡
橋
及
び
丸
池

周
遊
化
の
整
備
、
防
災
ア
プ

リ
の
導
入
、
激
甚
化
す
る
降

雨
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の

狩
野
川
改
修
促
進
期
成
同
盟

会
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
っ

た
。
協
働
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
認
定
の
ほ
か
、
民
間
企
業

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等

の
協
定
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。

　ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
は

町
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

常
に
主
軸
に
据
え
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
得
る

べ
く
収
支
均
衡
型
の
財
政
を

堅
持
し
な
が
ら
、
各
般
に
わ

た
る
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

　
　町
長
が
任
期
中
に
対
応

し
た
コ
ロ
ナ
関
連
施
策
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

　

  （
町
長
） 

小
規
模
事
業
者

応
援
事
業
や
利
用
者
の
減
少

が
著
し
い
バ
ス
事
業
者
へ
の

バ
ス
運
行
継
続
支
援
を
行
っ

た
。
親
元
を
離
れ
て
大
学
等

に
通
う
学
生
に
町
の
特
産
品

の
詰
め
合
わ
せ
を
贈
る
ふ
る

さ
と
学
生
応
援
事
業
や
物
価

高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影
響

を
配
慮
し
、
小
中
学
校
、
保

育
園
、
幼
稚
園
に
お
け
る
給

食
費
の
負
担
軽
減
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
看
護
師
と
の
ビ
デ
オ

通
話
に
よ
る
生
活
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン

訪
問
看
護
事
業
や
外
出
機
会

が
減
少
し
た
方
々
に
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
券
を
贈
る
こ
と

で
、
外
出
の
機
会
を
促
す
高

齢
者
・
障
が
い
者
外
出
支
援

事
業
な
ど
を
実
施
し
た
。
町

民
全
体
へ
の
支
援
と
し
て
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

事
業
や
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト

事
業
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
　町
長
が
当
面
す
る
町
政

の
課
題
と
今
後
の
展
望
は
。

　

  （
町
長
） 
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

町
民
生
活
に
疲
弊
や
閉
塞
感

が
募
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
今
後
も
財
政
規
律

岩﨑 髙雄

質問者の動画
が見られます

次期町長選に出馬の意向を固めた
関 義弘町長

問

問

答

の
健
全
性
を
維
持
し
つ
つ
、

国
や
県
の
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
さ
ら
な
る
支
援
策
等

を
効
果
的
に
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　「関
町
長
が
再
選
出
馬

の
意
向
」
と
静
岡
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。
改
め
て
来
年
４

月
の
町
長
選
に
当
た
る
決
意

は
。　

  （
町
長
） 

山
積
す
る
町
政

課
題
へ
の
対
応
は
道
半
ば
で

あ
る
の
で
、
継
続
的
か
つ
一

貫
し
て
課
題
に
対
応
す
べ
き

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
責
任
を

負
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
疲
弊
し
た
町
民
生
活

等
へ
の
支
援
や
ま
ち
づ
く
り

へ
の
新
た
な
る
課
題
へ
の
挑

戦
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
て
い
る
。

答

答

問

答 問

町
長
選
に
当
た
る
決
意
は

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

答
問
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　都
市
計
画
道
路
玉
川
卸

団
地
線
及
び
区
画
整
理
事
業

で
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ

な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手

法
で
事
業
を
進
め
る
の
か
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

仮
に

関
係
権
利
者
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
場
合
、
玉
川
卸
団
地

線
の
整
備
手
法
等
を
適
切
な

時
期
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　（仮
称
）
狩
野
川
新
橋

か
ら
の
新
た
な
県
道
敷
設
に

よ
り
、「
湯
川
交
差
点
」
及

び
「
堂
庭
交
差
点
」
に
お
い

て
、
渋
滞
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
る
が
、

解
消
に
つ
い
て
基
礎
調
査
を

し
た
結
果
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

県
の
調
査

で
は
、（
仮
称
）
狩
野
川
新

橋
及
び
的
場
側
の
県
道
清
水

函
南
停
車
場
線
、
玉
川
卸
団

地
線
南
伸
道
路
な
ど
、
新
た

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
り
、
徳
倉
橋
の
交
通

が
３
割
程
度
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
渋
滞
は
緩
和
傾

向
に
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　町
長
は
「
玉
川
卸
団
地

線
」
及
び
「
そ
の
周
辺
の
区

画
整
理
事
業
」、「
狩
野
川
新

橋
か
ら
の
接
続
道
路
整
備
」

の
計
画
等
に
関
し
、
町
民
や

関
係
者
の
間
で
事
業
に
対
す

る
温
度
差
が
あ
り
、
感
情
的

な
す
れ
違
い
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

  （
町
長
） 

事
業
の
推
進
を

希
望
す
る
意
見
が
あ
る
一
方

で
、
変
化
を
望
ま
な
い
意
見

も
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

　
　昨
年
第
３
回
定
例
会
で
、

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
こ
の

事
態
を
ど
う
収
拾
す
る
か
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、「
指
摘
の

よ
う
な
状
況
で
あ
る
な
ら
ば
、

よ
り
一
層
の
関
係
者
の
合
意

形
成
を
得
る
た
め
、
前
町
長

や
地
元
議
員
の
協
力
を
仰
ぐ

な
ど
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
１
年
間
の
成
果
は
。

　

  （
町
長
） 

土
地
区
画
整
理

組
合
準
備
委
員
会
の
設
立
に

向
け
た
勉
強
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
機
運
の
醸

成
に
努
め
て
お
り
、
予
定
ど

お
り
で
は
な
い
が
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　「令
和
元
年
度
第
１
回

玉
川
卸
団
地
線
周
辺
ま
ち
づ

く
り
説
明
会
」
の
冒
頭
に
お

い
て
「
お
お
む
ね
合
意
形
成

が
得
ら
れ
た
の
で
こ
の
説
明

会
に
至
っ
た
」
旨
の
町
長
あ

山本 文博

質問者の動画
が見られます

い
さ
つ
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
る
と

思
っ
て
い
た
住
民
は
不
信
感

を
抱
く
こ
と
と
な
っ
た
。「
お

お
む
ね
合
意
形
成
が
得
ら
れ

た
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
趣
旨
か
。

　

  （
町
長
） 

こ
れ
は
都
市
計

画
道
路
玉
川
卸
団
地
線
の
計

画
位
置
の
変
更
に
向
け
て
、

町
は
関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
、
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ

た
旨
を
、
あ
い
さ
つ
し
た
も

の
で
あ
り
、
関
係
地
権
者
と

の
合
意
形
成
が
得
ら
れ
た
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　町
長
と
し
て
残
さ
れ
た

任
期
の
中
で
、
町
民
と
の
信

頼
回
復
を
ど
の
よ
う
な
形
で

図
り
、
い
か
に
合
意
形
成
を

取
り
付
け
て
い
く
の
か
。

　

  （
町
長
） 

次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
事
業
主
体
で
あ
る

権
利
者
が
中
心
と
な
り
、
事

業
実
施
の
前
段
階
と
な
る
土

地
区
画
整
理
組
合
準
備
委
員

会
の
設
立
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。

答

答

答

答

問

問

問

（仮称）狩野川新橋からの
接続道路整備予定図

答答 問

問問

（仮称）
狩野川
新橋

（県事業）

玉
川
卸
団
地
線
の
合
意
形
成
は

同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
整
備
手
法
等
を
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
問
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　都
市
計
画
道
路
玉
川
卸

団
地
線
及
び
区
画
整
理
事
業

で
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ

な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手

法
で
事
業
を
進
め
る
の
か
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

仮
に

関
係
権
利
者
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
場
合
、
玉
川
卸
団
地

線
の
整
備
手
法
等
を
適
切
な

時
期
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　（仮
称
）
狩
野
川
新
橋

か
ら
の
新
た
な
県
道
敷
設
に

よ
り
、「
湯
川
交
差
点
」
及

び
「
堂
庭
交
差
点
」
に
お
い

て
、
渋
滞
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
る
が
、

解
消
に
つ
い
て
基
礎
調
査
を

し
た
結
果
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

県
の
調
査

で
は
、（
仮
称
）
狩
野
川
新

橋
及
び
的
場
側
の
県
道
清
水

函
南
停
車
場
線
、
玉
川
卸
団

地
線
南
伸
道
路
な
ど
、
新
た

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
り
、
徳
倉
橋
の
交
通

が
３
割
程
度
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
渋
滞
は
緩
和
傾

向
に
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　町
長
は
「
玉
川
卸
団
地

線
」
及
び
「
そ
の
周
辺
の
区

画
整
理
事
業
」、「
狩
野
川
新

橋
か
ら
の
接
続
道
路
整
備
」

の
計
画
等
に
関
し
、
町
民
や

関
係
者
の
間
で
事
業
に
対
す

る
温
度
差
が
あ
り
、
感
情
的

な
す
れ
違
い
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

  （
町
長
） 

事
業
の
推
進
を

希
望
す
る
意
見
が
あ
る
一
方

で
、
変
化
を
望
ま
な
い
意
見

も
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

　
　昨
年
第
３
回
定
例
会
で
、

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
こ
の

事
態
を
ど
う
収
拾
す
る
か
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、「
指
摘
の

よ
う
な
状
況
で
あ
る
な
ら
ば
、

よ
り
一
層
の
関
係
者
の
合
意

形
成
を
得
る
た
め
、
前
町
長

や
地
元
議
員
の
協
力
を
仰
ぐ

な
ど
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
１
年
間
の
成
果
は
。

　

  （
町
長
） 

土
地
区
画
整
理

組
合
準
備
委
員
会
の
設
立
に

向
け
た
勉
強
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
機
運
の
醸

成
に
努
め
て
お
り
、
予
定
ど

お
り
で
は
な
い
が
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　「令
和
元
年
度
第
１
回

玉
川
卸
団
地
線
周
辺
ま
ち
づ

く
り
説
明
会
」
の
冒
頭
に
お

い
て
「
お
お
む
ね
合
意
形
成

が
得
ら
れ
た
の
で
こ
の
説
明

会
に
至
っ
た
」
旨
の
町
長
あ

山本 文博

質問者の動画
が見られます

い
さ
つ
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
る
と

思
っ
て
い
た
住
民
は
不
信
感

を
抱
く
こ
と
と
な
っ
た
。「
お

お
む
ね
合
意
形
成
が
得
ら
れ

た
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
趣
旨
か
。

　

  （
町
長
） 

こ
れ
は
都
市
計

画
道
路
玉
川
卸
団
地
線
の
計

画
位
置
の
変
更
に
向
け
て
、

町
は
関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
、
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ

た
旨
を
、
あ
い
さ
つ
し
た
も

の
で
あ
り
、
関
係
地
権
者
と

の
合
意
形
成
が
得
ら
れ
た
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　町
長
と
し
て
残
さ
れ
た

任
期
の
中
で
、
町
民
と
の
信

頼
回
復
を
ど
の
よ
う
な
形
で

図
り
、
い
か
に
合
意
形
成
を

取
り
付
け
て
い
く
の
か
。

　

  （
町
長
） 

次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
事
業
主
体
で
あ
る

権
利
者
が
中
心
と
な
り
、
事

業
実
施
の
前
段
階
と
な
る
土

地
区
画
整
理
組
合
準
備
委
員

会
の
設
立
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。

答

答

答

答

問

問

問

（仮称）狩野川新橋からの
接続道路整備予定図

答答 問

問問

（仮称）
狩野川
新橋

（県事業）

玉
川
卸
団
地
線
の
合
意
形
成
は

同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
整
備
手
法
等
を
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
問
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答 教
師
の
多
忙
の
改
善
は

教
職
員
の
定
数
改
善
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く

問　
　教
職
員
の
長
時
間
労
働

は
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と

し
て
改
善
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
教
師
の
残
業
時

間
、
休
日
出
勤
の
状
況
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

今
年

4
月
の
小
中
学
校
教
職
員
の

残
業
時
間
は
、１
日
平
均
２・

９
時
間
、
最
長
で
６
・
９
時

間
で
あ
り
、
平
成
28
年
と
比

較
す
る
と
平
均
残
業
時
間
は

縮
小
し
て
い
る
。

　休
日
出
勤
は
小
学
校
で
教

職
員
の
約
２
割
、
中
学
校
で

約
８
割
が
出
勤
を
し
て
い
る
。

　
　長
時
間
労
働
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
  （

教
育
総
務
課
長
） 

教
職

員
の
長
時
間
労
働
の
要
因
の

一
つ
に
、
教
職
員
が
子
供
に

丁
寧
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、

質
の
高
い
授
業
や
個
に
応
じ

た
指
導
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

　し
か
し
、
長
時
間
労
働
は

教
職
員
の
心
身
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
十
分

注
意
し
な
が
ら
、
職
務
に
従

事
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　長
時
間
労
働
を
ど
う
解

決
し
て
い
く
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

こ
れ

ま
で
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
や
校
務
支
援
補
助
員

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
支
援

員
を
配
置
し
、
業
務
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
き
た
。
長
時

間
労
働
の
解
消
に
は
、
教
職

員
数
の
増
員
も
大
き
く
寄
与

す
る
た
め
、
引
き
続
き
国
県

に
対
し
教
職
員
の
定
数
改
善

を
要
望
し
て
い
く
。

森野 善広

質問者の動画
が見られます

子
育
て
施
策
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　

　
　兵
庫
県
明
石
市
の
子
育

て
政
策
は
、
５
つ
の
無
料
化

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
高

校
３
年
生
ま
で
の
医
療
の
無

料
化
、
第
２
子
以
降
の
保
育

料
の
完
全
無
料
化
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
町
も
子
育
て

施
策
を
充
実
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

で
は
、
全
て
の
子
供
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
包
括
的
で
継

続
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
全
体
で
子
供
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
、
子
供
子
育
て

支
援
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　明
石
市
の
取
組
は
、
先
進

事
例
の
一
つ
と
し
て
参
考
に

し
た
い
。

　
　明
石
市
の
事
例
の
よ
う

に
子
育
て
施
策
を
飛
躍
的
に

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

  （
町
長
） 

第
５
次
総
合
計

画
の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
子
ど
も
の
成
長
や
学

び
を
地
域
全
体
で
さ
さ
え
る

町
へ
」
を
実
現
す
る
た
め
、

様
々
な
子
育
て
支
援
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　地
区
懇
談
会
等
で
も
町
民

に
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
な
柱

と
し
て
、
私
の
思
い
を
伝
え

て
き
た
。

　明
石
市
の
事
例
は
、
以
前

か
ら
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
９
月
末
に
駿
東
郡

町
長
会
で
研
修
予
定
な
の
で
、

参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

子供たちのために教師の負担軽減を
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デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た
高
齢
者
の
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
応
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
く

答
問　

　「町
職
員
出
前
講
座
」

の
メ
ニ
ュ
ー
に
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講
座
を
新

た
に
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

高
齢

者
の
情
報
の
格
差
解
消
は
喫

緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

自
治
体
と
民
間
事
業
者
等
の

協
働
で
実
施
し
て
い
る
高
齢

者
対
象
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方
講
座
な
ど
を
参
考

に
、
出
前
講
座
を
検
討
す
る
。

　
　高
齢
者
を
対
象
と
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　
  （
福
祉
介
護
課
長
） 

シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
等
と
協
議
の
上
住

民
課
と
連
携
を
図
り
、
高
齢

者
が
集
ま
る
機
会
で
の
実
施

に
向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
持
っ
て
い
な
い

高
齢
者
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
申
込
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

予
約

制
で
住
民
課
職
員
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
対
応
す
る
窓
口

を
開
設
し
て
い
る
。
さ
ら
に

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
の
実
施

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　町
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
向
け
た
高
齢
者
の
支

援
へ
の
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

高
齢
者
も
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
親
切
、

丁
寧
な
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
近
隣
市
町
の
事
例

等
も
参
考
に
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
見
据
え
、
新
た
な

施
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

佐野 俊光

質問者の動画
が見られます

高
齢
者
に
優
し
い
外
出
支
援
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
　外
出
の
機
会
や
他
人
と

の
交
流
が
少
な
い
高
齢
者
に

と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出

制
限
さ
れ
る
毎
日
は
限
界
に

あ
る
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
必
要
で
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

今
回

配
布
し
た
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

券
は
、
裏
面
を
使
い
利
用
目

的
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

　ま
た
、
こ
れ
に
加
え
次
年

度
に
策
定
予
定
の
第
10
次
清

水
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
今
年
度
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　デ
マ
ン
ド
（
乗
合
）
タ

ク
シ
ー
の
導
入
に
対
す
る
町

の
見
解
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

高
齢

者
の
外
出
支
援
は
、
地
域
に

よ
り
様
々
な
課
題
や
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。
費
用
面
等
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
町
に
適

し
て
い
る
の
か
、
調
査
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　オ
ン
ラ
イ
ン
訪
問
看
護

事
業
の
段
階
的
な
拡
充
を
期

待
す
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

オ
ン

ラ
イ
ン
訪
問
看
護
事
業
は
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
機
能

低
下
）
予
防
対
策
の
ほ
か
、

孤
立
化
を
防
ぐ
側
面
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
年
度

の
事
業
終
了
後
、
事
業
報
告

書
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果

を
昨
年
度
と
比
較
検
証
し
、

次
年
度
以
降
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問

問

問問

問

問

問

答

答

答答

答

答 答

マイナポイント申請を職員がサポート
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答 ご
み
焼
却
場
環
境
調
査
の
説
明
会
は

改
め
て
説
明
を
要
す
る
結
果
で
は
な
か
っ
た

問　
　沼
津
市
の
新
中
間
処
理

施
設
（
ご
み
焼
却
場
）
建
設

計
画
に
伴
う
生
活
環
境
調
査

に
つ
い
て
、
地
元
で
あ
る
外

原
区
へ
の
説
明
会
を
行
わ
な

い
理
由
は
。
過
去
の
経
緯
を

考
え
れ
ば
、
説
明
会
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

今

回
の
調
査
は
、
施
設
の
配
置

や
排
ガ
ス
量
が
変
更
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
見
直
し
が
行
わ

れ
た
も
の
で
、
調
査
結
果
は

関
係
法
令
の
基
準
値
以
下
に

前
回
調
査
と
同
様
に
予
測
が

出
て
い
る
た
め
、
改
め
て
説

明
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　煙
突
の
高
さ
を
現
在
の

80
メ
ー
ト
ル
か
ら
59
メ
ー
ト

ル
に
変
更
し
た
理
由
は
。
外

原
区
の
了
解
は
得
て
い
る
の

か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

現

状
よ
り
も
厳
し
い
排
ガ
ス
基

準
を
設
け
る
こ
と
や
航
空
法

に
よ
る
規
制
を
受
け
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
周
辺
環
境
の
影

響
を
考
慮
し
、
59
メ
ー
ト
ル
　

の
計
画
と
し
た
も
の
と
伺
っ

て
い
る
。
外
原
区
か
ら
は
、

新
中
間
処
理
施
設
の
整
備
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
静

観
す
る
と
い
う
姿
勢
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　
　国
で
は
プ
ラ
ご
み
を
焼

却
し
な
い
方
針
に
舵
を
き
っ

て
い
る
が
、
ご
み
の
焼
却
処

分
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

  （
副
町
長
） 

環
境
へ
の
負

荷
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た

め
に
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

り
、
適
切
な
処
理
を
行
う
焼

却
施
設
が
必
要
と
考
え
る
。

吉川 清里

質問者の動画
が見られます

旧
統
一
協
会
と
の
関
わ
り
は

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は

　
　町
に
、
世
界
平
和
統
一

家
庭
連
合
（
旧
統
一
協
会
）

関
連
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
」
へ

の
後
援
依
頼
は
あ
っ
た
の
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

後
援
の
依

頼
は
な
か
っ
た
。

　
　過
去
に
関
連
団
体
か
ら

の
後
援
・
寄
附
の
依
頼
等
や

町
公
共
施
設
の
使
用
は
あ
っ

た
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

確
認
で
き

る
範
囲
で
、
過
去
に
お
い
て

当
該
団
体
及
び
そ
の
関
連
団

体
か
ら
後
援
や
寄
附
の
依
頼

は
な
か
っ
た
。
町
公
共
施
設

の
使
用
も
な
か
っ
た
。

　
　旧
統
一
協
会
は
反
社
会

的
性
格
を
持
つ
団
体
で
あ
り
、

関
連
団
体
も
含
め
、
町
へ
の

働
き
か
け
に
は
毅
然
と
し
た

態
度
を
取
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

  （
総
務
課
長
） 

今
後
も
後

援
依
頼
や
公
共
施
設
の
利
用

申
請
が
あ
っ
た
際
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
後
援
名
義
使
用
承
認

事
務
取
扱
要
綱
及
び
各
施
設

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
定
め

る
条
例
等
に
基
づ
き
、
審
査

し
た
上
で
決
定
す
る
。

問

問

問 答

答答

答

問

問

問 問 答答

　
　今
後
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
配
布
す
る
予
定
は
。
感
染

者
等
に
配
布
し
て
い
る
食
料

支
援
の
実
績
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

国

か
ら
追
加
支
給
が
あ
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
配
布
す
る
。

（
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

昨
年

10
月
か
ら
今
年
８
月
末
ま
で

に
、
自
宅
療
養
者
６
９
８
人
、

濃
厚
接
触
者
５
７
０
人
の
合

計
１
２
６
８
人
分
を
配
布
し

た
。 答

申請者に配布する抗原検査キット
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保
育
士
の
人
材
確
保
の
た
め
の
取
組
は

　
　
　
　
　
　
　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

答
問　

　未
就
園
児
の
い
る
家
庭

を
対
象
と
し
た
調
査
の
結
果
、

保
護
者
が
希
望
す
る
施
設
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 
公

立
及
び
私
立
の
保
育
所
が

66
・
２
％
と
一
番
高
く
、
次

い
で
公
立
幼
稚
園
が
24
・

７
％
、
私
立
幼
稚
園
が
７
・

８
％
、
そ
の
他
わ
か
ら
な
い

な
ど
が
１
・
３
％
で
あ
る
。

　
　調
査
結
果
に
基
づ
く
保

育
の
提
供
体
制
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

半

数
以
上
が
保
育
所
を
希
望
し

て
お
り
、
今
後
も
保
育
所
の

需
要
は
高
ま
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
少
子
化
や
待
機
児

童
の
解
消
を
考
慮
し
、
ま
ず

は
町
立
保
育
所
に
お
け
る
保

育
士
不
足
を
解
消
し
て
い
く
。

　
　保
育
士
の
人
材
確
保
の

た
め
の
取
組
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

会

計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
や

人
材
派
遣
に
よ
り
、
保
育
士

等
の
不
足
の
解
消
に
努
め
る

と
と
も
に
、
保
育
士
の
業
務

を
支
援
し
、
多
忙
の
解
消
を

図
る
た
め
、
保
育
や
事
務
等

を
補
助
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
　正
規
職
員
と
フ
ル
タ
イ

ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

標
準
的
な
収
入
状
況
は
。
　
　
　

　
  （

総
務
課
長
） 

採
用
１
年

目
の
正
規
職
員
の
年
収
は
約

２
８
０
万
円
で
、
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
の
会
計
年
度
任
用
職

員
は
約
２
５
０
万
円
で
あ
る
。

採
用
５
年
目
の
正
規
職
員
の

年
収
は
約
３
７
０
万
円
で
あ

り
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
会

松下 尚美

質問者の動画
が見られます

計
年
度
任
用
職
員
の
年
収
は

約
２
８
０
万
円
で
あ
る
。

　
　フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
が
正
規
職
員
を
希

望
す
る
理
由
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

収

入
の
安
定
や
継
続
雇
用
さ
れ

る
安
心
感
な
ど
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
　保
育
士
正
規
職
員
の
年

齢
構
成
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
、
保
育
士
の

正
規
職
員
は
23
人
で
あ
る
。

20
歳
代
が
４
人
、
30
歳
代
が

３
人
、
40
歳
代
が
13
人
、
50

歳
代
が
３
人
で
あ
る
。

　
　町
立
保
育
所
及
び
幼
稚

園
の
正
規
職
員
と
会
計
年
度

任
用
職
員
の
採
用
計
画
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

正
規
職
員

の
職
員
数
の
適
正
化
の
方
針

に
つ
い
て
は
「
第
２
期
清
水

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
と
の
整
合
性
や
民

間
保
育
園
等
の
状
況
を
含
め
、

町
全
体
の
保
育
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
正
規
職
員
の
不
足
分

の
補
充
を
基
本
と
し
て
お
り
、

毎
年
度
、
人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
し
て
保
育
所
の
実
情
等

に
よ
り
、
必
要
な
人
員
を
精

査
し
、
業
務
量
に
応
じ
た
人

員
配
置
と
し
て
い
る
。

保育士の待遇改善を

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

問
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政務活動費

令和３年度 政務活動費決算一覧表 （単位：円）

森野善広
吉川清里
佐野俊光
松浦俊介
飯田安雄
秋山治美
岩﨑髙雄
渡邉和豊
大濱博史
石垣雅雄
桐原直紀
山本文博
松下尚美  
向笠　誠  

300,000

450,000

600,000

750,000

33,058

92,281

75,693

11,718

0

0

0

6,000

33,058

73,486

75,693

5,718

0

18,795

0

0

0

0

0

0

266,942

357,719

524,307

738,282

日本共産
党議員団

新生会

会派名 会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額
（Ａ－Ｂ）

内　　   訳
調査研究
・研修費

資料作成
・購入費 広報費 事務所費

光輝会

湧創フォ
ーラム

各費目の詳細については町ホームページをご覧ください。

　政
務
活
動
費
は
、
議
員

の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活

動
に
資
す
る
た
め
必
要
な

経
費
の
一
部
と
し
て
、
議

会
に
お
け
る
会
派
（
所
属

議
員
が
1
人
の
場
合
を
含

む
。）
に
1
人
当
た
り
年

額
15
万
円
が
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　各
会
派
は
、
収
支
報
告

書
に
領
収
書
を
添
付
し
、

議
長
に
提
出
し
て
い
ま

す
。
年
度
に
お
い
て
残
余

額
が
あ
る
場
合
は
、
町
に

返
還
し
て
い
ま
す
。

オンラインで研修のイメージ

　昨
年
度
も
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
調
査

研
究
の
た
め
の
先
進
地
視

察
を
行
わ
ず
、
研
修
会
に

つ
い
て
も
ウ
ェ
ブ
会
議
と

な
っ
た
た
め
、
返
還
額
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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読
書
の
秋
で
す
。
今
回
は

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
る
「
お
は
な
し
ク
ッ
ク
」

の
皆
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
「
お
は
な
し
ク
ッ
ク
」
は
、

子
供
達
に
30
年
以
上
も
本
の

読
み
聞
か
せ
を
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
図
書
館
に

は
、
お
は
な
し
ク
ッ
ク
が
編

集
し
た

と
い
う
冊
子
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
供
に
と
っ
て
も
、

読
み
手
と
な
る
大
人
に
と
っ

て
も
、
大
切
な
一
冊
に
な
る

と
っ
て
お
き
の
絵
本
の
数
々

を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
低

年
齢
か
ら
中
学
生
向
け
の
た

く
さ
ん
の
本
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
読
書
の
秋
で
す
。
今
回
は

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
る
「
お
は
な
し
ク
ッ
ク
」

の
皆
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
「
お
は
な
し
ク
ッ
ク
」
は
、

子
供
達
に
30
年
以
上
も
本
の

読
み
聞
か
せ
を
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
図
書
館
に

は
、
お
は
な
し
ク
ッ
ク
が
編

集
し
た

と
い
う
冊
子
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
供
に
と
っ
て
も
、

読
み
手
と
な
る
大
人
に
と
っ

て
も
、
大
切
な
一
冊
に
な
る

と
っ
て
お
き
の
絵
本
の
数
々

を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
低

年
齢
か
ら
中
学
生
向
け
の
た

く
さ
ん
の
本
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
―
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　町
内
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
こ
ど
も
交
流
館
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
乳
幼

児
健
診
と
一
緒
に
行
う
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
、
図
書
館
で
開

か
れ
る
お
は
な
し
の
玉
手
箱
、

お
は
な
し
の
い
ず
み
な
ど
で
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　日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
肌

寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　広
報
広
聴
委
員
会
で
は
７

月
に
広
報
研
修
会
に
参
加
し
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
を
通
し
て
議
会
の
審
議
の

様
子
や
討
論
の
内
容
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
に

届
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
編
集
を
し

て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
熟

考
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
議
会
だ
よ

り
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
向
笠
）

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　議

　長

　松
浦

　俊
介

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

　吉
川

　清
里

副
委
員
長

　松
下

　尚
美

委

　員

　秋
山

　治
美

山
本

　文
博

飯
田

　安
雄

向
笠

　
　誠

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
７
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

23
円
で
す
。

編
集
後
記
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読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

―
読
み
聞
か
せ
の
本
の
選
定

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

か
。　読

み
手
が
工
夫
し
、
昔
話

や
季
節
に
添
っ
た
も
の
や
依

頼
に
合
わ
せ
た
も
の
を
選
ん

で
い
ま
す
。

―
読
み
聞
か
せ
で
の
ポ
イ
ン

ト
は
。

　ど
の
席
の
子
か
ら
も
絵
が

見
え
る
よ
う
に
、
読
み
手
の

頭
や
腕
で
本
が
隠
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
間
を
取
り
な

が
ら
、
は
っ
き
り
発
音
し
、

絵
は
表
紙
か
ら
裏
表
紙
ま
で

全
部
見
せ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
時
間
配
分
や
内
容

を
考
え
て
読
む
順
序
を
決
め

て
い
ま
す
。

―
子
供
と
の
交
流
で
感
じ
る

こ
と
は
。

　長
年
活
動
し
て
い
る
と
、

幼
稚
園
や
保
育
所
で
の
読
み

聞
か
せ
を
覚
え
て
い
る
子
も

い
ま
す
。
小
学
生
や
中
学
生

に
な
っ
て
も
、
読
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
子

に
出
会
う
と
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。

　読
み
手
と
聞
き
手
が
楽
し

い
時
間
を
共
有
で
き
る
こ
と

が
や
り
が
い
に
つ
な
が
り
ま

す
。

議会を傍聴
してみませんか

次の定例会は

 11月30日  午前９時
開会予定です。
　　　　　   

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。

お知らせ

　
読
み
聞
か
せ
は
教
育
や
学

習
効
果
を
期
待
し
た
り
、
し

つ
け
の
た
め
に
押
し
付
け
た

り
せ
ず
に
、
素
直
な
気
持
ち

で
本
と
向
き
合
う
こ
と
が
大

事
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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